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開催報告

　平成 28年 8月 27 日（土曜）10時から東京大学小柴ホールにて、第 1回防災推進国民
大会「攻め」の気象防災～交通と農業への波及～と題したシンポジウムを開催しました。

　当日は102名の方々にご参加いただき、中村
センター長補佐の総合司会で、島村センター長
による気象災害軽減イノベーションセンター
の概要と鉄道分野の気象防災に関する講演を
皮切りに、NEXCO東日本、ANA、農研機構
の現場担当者による道路・航空・農業の各分
野の気象防災に関する現状と課題について講

演が行われました。
　次にパネルディス
カッションでは、先
の講演者に岩波副セ
ンター長、横山コー
ディネーターを加え、
各分野の課題解決に向けた活発
な議論が壇上で展開されました。
　参加者からいただいたご意見
の中には、大雪が交通に及ぼす
影響への関心はもちろん、平時
の気象情報の利活用や台風被害
の事例、防災対策に関すること
等々、道路・航空・農業の気象災害軽減への関心の高さを改めて感じさせるものが多くみ
られました。また、シンポジウムなどを通して多岐にわたる情報へのニーズも感じられ、
他の分野の事例を知りたいといったご意見もいただきました。当センターが今後活動する
際の資料とさせていただきます。
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